
◉
退
団
者
（
73
人
）

○
分
団
長

【
萩
原
】
齋
藤
進
【
下
呂
】
中
川

勇
【
金
山
】
田
口
康
則
、神
戸
肇
、

佐
藤
文
彦

○
副
分
団
長

【
萩
原
】
中
田
勝
巳
、
尾
里
茂
、

浅
野
育
也
、
竹
田
太
、
青
木
俊
雅

【
下
呂
】
裁
規
人
、
鎌
倉
義
和

○
部
長	

【
萩
原
】田
中
慎
太
郎
、日
下
部
寿
、

齊
藤
誠
、
金
子
師
樹
、
小
池
憲
治
、

今
井
健
人
、
内
木
清
彦
、
千
田
純

弘
【
小
坂
】
田
添
誠
、細
江
正
彦
、

清
原
哲
也
、
川
井
省
吾
【
下
呂
】

今
井
敏
文
、
今
井
一
雅
、
今
井
陽

之
樹
、
河
合
友
和
、
二
村
和
男
、

立
道
洋
臣
、
進
藤
康
高
、
細
江
泰

昭
、
藤
井
秀
一
【
金
山
】
中
島
真

一
郎
、
澤
田
哲
也
、
池
戸
満
【
馬

瀬
】
村
山
義
博

○
班
長	

【
萩
原
】
林
孝
則
、
熊
﨑
速
人
、

奥
田
和
史
【
小
坂
】
奥
田
信
久
、

中
島
公
明
、
二
村
茂
樹
、
桂
木
徹

【
下
呂
】
田
中
敦
、
細
江
美
雅
、

細
江
貴
也
、
安
江
昌
紀
、
栃
井
政

文
【
金
山
】
中
島
良
平

○
団
員	

【
萩
原
】
木
村
直
樹
、
伊
藤
栄
治
、

奥
田
和
広
、
清
原
憲
、
日
下
部
友

也
、
富
永
岳
倫
【
小
坂
】
奥
村
洋

二
、
坂
上
芳
朗
、
中
谷
彰
宏
【
下

呂
】
二
村
康
彦
、
田
口
拓
秀
、
小

林
純
也
、
丹
羽
正
太
【
金
山
】
中

島
恵
、
加
藤
悦
子
、
池
戸
喜
志
恵
、

細
田
健
太
、
森
本
亮
、
加
藤
正
也
、

中
島
裕
作
【
馬
瀬
】
中
田
貴
之

○
災
害
支
援

【
萩
原
】
細
江
泰
【
小
坂
】
二
村

永
一

　

平
成
23
年
度
下
呂
市
消
防
団
入
退
団
式
が
、
４
月
３
日
、

下
呂
交
流
会
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
で
は
福
澤
辰
之
団
長
か
ら
階
級
昇
格
者
や
新
入
団
員

の
代
表
者
に
辞
令
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
分
団
長
以

上
の
退
団
者
に
野
村
市
長
か
ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

退
団
者
、
新
入
団
員
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

下
呂
市
消
防
団
入
・
退
団
式

団長から団員辞令を受け取る新入団員代表入・退団式に集まった幹部や新入団員
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地
域
防
災
を
担
っ
て
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◉
入
団
者
（
58
人
）

○
団
員

【
萩
原
】
熊
崎
直
也
、
小
林
弘
幸
、

林
翔
平
、
伊
藤
崇
文
、
田
中
雅
也
、

松
下
峻
、
古
田
裕
和
、
松
井
研
盛
、

中
澤
純
人
、
市
原
優
一
、
桂
川
祐

輝
、
斉
藤
司
、
熊
崎
勇
人
、
二
村

彰
、
田
中
友
喜
、
金
子
真
一
郎
、

大
前
洋
介
、
今
井
俊
喬
、
大
前
和

樹
、
加
藤
貴
久
、
奥
田
智
貴
、
日

下
部
充
彦
【
小
坂
】
三
木
朋
哉
、

山
下
和
也
、
中
田
光
、
古
谷
卓
大
、

大
石
洸
太
、
黒
木
良
幸
【
下
呂
】

青
木
秀
爾
、
青
木
駿	

、
今
井
理

希
也	

、
鎌
倉
徳
明	

、
青
木
康
弘
、

田
口
優
太
、
青
柿
卓
生
、
小
澤
明

日
希
、
今
井
雅
大
、
前
野
秀
友
、

中
島
千
尋
、
和
合
拓
也
【
金
山
】

亀
山
直
美
、
長
尾
宏
紀
、
中
島
将

文
、
矢
島
祐
吾
、
長
谷
部
光
洋
、

星
谷
和
生
、
遠
藤
光
信
、
福
井
裕

介
、
竹
腰
充
、
星
屋
博
隆
、
波
多

野
陽
太
、
山
田
章
喜
、
只
腰
剛
大
、

松
井
勝
二
、
松
原
祐
太
、
兵
藤
久

勝
【
馬
瀬
】
中
川
智
将

○
災
害
支
援
団
員

【
萩
原
】
内
木
和
宏

心を一つに　安心安全な街をつくろう

入・退団式に集まった幹部や新入団員

　

３
月
末
付
け
で
73
名
の
方

が
退
団
を
さ
れ
ま
し
た
。
消

防
団
に
と
っ
て
経
験
者
が
少

な
く
な
る
こ
と
は
、
厳
し
い

状
態
で
す
が
、
新
た
に
58
名

の
新
入
団
員
を
迎
え
23
年
度

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　

新
入
団
員
の
皆
さ
ん
に
は

先
輩
方
の
指
導
等
を
仰
ぎ
な

が
ら
一
刻
も
早
く
消
防
団
員

と
し
て
活
躍
で
き
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま
す
。
ま
た
昇

格
者
の
皆
さ
ん
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
立
場
で
、
責
任
を
も
っ

て
任
務
を
遂
行
し
て
く
だ
さ

い
。

　

退
団
さ
れ
た
皆
さ
ま
に

は
、
地
元
住
民
の
安
心
安
全

の
た
め
に
、
こ
れ
ま
で
の
経

験
を
十
分
生
か
し
、
遠
慮
な

く
ご
意
見
を
言
っ
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
の
復
興
に

は
長
い
年
月
が
か
か
り
ま

す
。
我
々
消
防
団
も
地
道
に

で
き
る
こ
と
を
や
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

私
た
ち
の
で
き
る
こ
と

は
、
地
域
の
防
災
、
特
に
阿

寺
断
層
を
抱
え
た
下
呂
市

は
、
以
前
か
ら
地
震
が
心
配

さ
れ
て
い
ま
す
。
想
定
外
の

地
震
、
洪
水
が
来
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

　

心
を
一
つ
に
し
て
防
災
の

こ
と
を
考
え
、
訓
練
に
励
ん

で
、
安
心
安
全
な
街
を
皆
さ

ん
と
一
緒
に
つ
く
っ
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

下呂市消防団長
福澤辰之




